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       副校長  引田 雄士  

 

 

新年度が始まり、学校では子どもの様々な関わりが見られるようになってきました。朝、職員室

には 5・6年生の放送委員がやってきて、朝の放送をしています。その中で印象的なのは、6年生

が 5年生に優しく声をかけながら活動を進めている姿です。「ここのボタンを押すんだよ」「順番

に話そうね」と相手を気遣いながら丁寧に教える様子からは、最上級生としての頼もしさが感じら

れます。教えてもらう 5 年生も真剣な表情で話を聞き、少しずつ自信をもって活動に取り組んで

います。 

 

今年度からは、全学年で行うなかよし交流タイムが始まりました。これまで以上に 1 年生から

6年生までが関わる機会が増えています。異学年で活動することで、下級生は上級生への憧れや安

心感をもち、上級生はほかの学年のことを考えながら行動する意識が高まっています。特に 6 年

生は、自分のことだけではなく、「みんなが楽しめるか」「困っている人はいないか」周りを見な

がら行動する姿が多く見られるようになってほしいです。 

 

学校生活の中で見られるこうした温かな関わりは、子どもたちを大きく成長させていきます。6

年生の素敵な姿は、自然と下級生のお手本となり、「自分も 6年生みたいになりたい」という思い

につながっていきます。これから、たてわり活動を通して、子どもたち一人ひとりが互いに支え合

いながら成長していく姿を今後も大切に見守っていきたいと思います。 
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学校だより 6月号 
令 和 ８ 年 ５ 月 ２ ８ 日 （ 木 ） 

学校だよりはホームページにも掲載されています。

学校日記も更新中です。ぜひご覧ください。 

青葉区あざみ野三丁目 29 番地 3 

TEL 045-902-4866 

きらり かがやく
あざ二っ子

 

児童支援専任  佐藤 牧子 

今、学校ではオンラインゲームとプライベートゾーンに関するトラブルが増えています。 

●オンラインゲーム…アイテムなどを「盗んだ、盗まれた」などでいじめに発展したり、深夜

や早朝のイベントに参加するために生活リズムが乱れたりして、学校生活に影響が出ていま

す。ゲームだと割り切って遊ぶこと、困ったときには相談することを指導しています。 

●プライベートゾーン…水着で隠れる部分と口です。それ以外の部分も、嫌だと感じたらその

人の大切な場所です。触ったり見せたりしてはいけないことを指導しています。 

★ご家庭でもぜひ話題にしてください。心配なことがあれば、学校にご相談ください。 

オンラインゲーム と プライベートゾーン について 
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